
第１８回 海事振興セミナー プログラム

日  時    平成 29 年 6月 23 日（金） 15：00 ～ 16：30

会  場    福岡合同庁舎新館 7階 会議室

講  師    国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部

         部 長 堀 田  治 氏

テ ーマ    

主  催    九州クルーズ振興協議会

公益財団法人 九州運輸振興センター

後  援    九州運輸局 西日本鉄道㈱、ＪＲ九州

スケジュール

◎開  会

   15：00  

◎講  演

   15：00  （テーマ）九州におけるクルーズ船の動向について

        国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部

         部 長 堀 田  治 氏

◎質疑応答

16：20  質疑応答

◎閉  会

   16：30  閉  会

堀田 治（ほりた おさむ）氏プロフィール
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
九
州
地
方
整
備
局

港
湾
空
港
部
長
の
堀
田
で
す
。

　

本
日
は
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
情
勢
、
我
が

国
と
九
州
管
内
の
ク
ル
ー
ズ
動
向
、
ツ

ア
ー
の
動
向
及
び
消
費
動
向
、
そ
し
て
九

州
に
お
け
る
「
お
も
て
な
し
」
や
「
ラ
ン

ド
ツ
ア
ー
」
等
、
ま
た
ク
ル
ー
ズ
振
興
に

係
る
政
府
の
取
組
み
、
さ
ら
に
２
０
１
６

年
の
熊
本
地
震
の
復
興
と
ク
ル
ー
ズ
振
興

に
つ
い
て
、
最
後
に
課
題
と
展
望
と
い
う

お
話
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
情
勢

　

今
の
ス
タ
イ
ル
の
ク
ル
ー
ズ
観
光
は
非

常
に
若
い
産
業
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
米
で
「
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
国
際
協
会

（
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ａ
）」
が
設
立
さ
れ
た
の
が
１
９

７
５
年
で
、
そ
れ
以
降
急
激
に
成
長
し
て

き
た
産
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
全
世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
の
推
移
を

み
て
み
る
と
、
１
９
９
０
年
に
４
４
５
万

人
位
で
す
が
10
年
後
の
２
０
０
０
年
に
は

１
，０
０
０
万
人
と
倍
に
な
っ
て
、
２
０

１
０
年
で
は
１
，９
２
０
万
人
で
こ
れ
も

倍
、
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

10
年
ご
と
に
倍
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
５
年
間
で
み
る
と
少
し
伸
び
が

鈍
化
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
０
年
か
ら
２

０
１
０
年
ま
で
伸
び
て
い
る
の
は
主
に

ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
地
中
海
地
域
で
す
が
最
近
伸
び
て

き
て
い
る
の
が
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
す
。
我
々
は
こ
の
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
担
っ
て
い
て
今
後
成
長
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
人

口
は
２
０
８
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将

来
の
ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
中
国
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
の
推
計
で
２
０
２
０
年
ま
で
に

４
５
０
万
人
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ａ
の
予
測
で
も
や

は
り
４
５
０
万
人
位
、
カ
ー
ニ
バ
ル
社
も

５
０
０
万
人
位
に
は
な
る
だ
ろ
う
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま

だ
未
知
数
で
す
が
、
今
の
中
国
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
見
る
と
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は

10
年
前
の
２
・
７
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
の

で
、
世
界
の
船
会
社
が
注
目
す
る
成
長
エ

リ
ア
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

外
国
船
の
ク
ル
ー
ズ
船
社
は
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
と
カ
ー
ニ
バ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
２
大
巨
塔
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ー
ニ
バ

ル
が
世
界
最
大
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
他
に

も
ゲ
ン
テ
ィ
ン
香
港
な
ど
の
船
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
が
続
々
と
ア
ジ
ア
め
が
け

て
参
戦
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
日
本

に
寄
港
し
て
い
な
い
船
の
中
で
最
大
の
船

は
22
万
ト
ン
の
オ
ア
シ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー
ズ
で
す
。
そ
れ
か
ら
カ
ー
ニ
バ
ル
グ

ル
ー
プ
の
コ
ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
で
す
が
、

コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
が
２
０
１
７

年
か
ら
投
入
さ
れ
、
今
年
、
日
本
で
周
遊

ク
ル
ー
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く

カ
ー
ニ
バ
ル
の
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー

ズ
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
が
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
に
就
航
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
今
年
７
月
か
ら
は
マ

ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
セ
ス
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

九州におけるクルーズ船の動向について

堀　田　　治

国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部長
（現国土交通省港湾局計画課長）

日　時　　平成 29 年 6 月 23 日 （金）
場　所　　福岡合同庁舎 新館 7 階 会議室

主　催　　九州クルーズ振興協議会
　　　　　公益財団法人 九州運輸振興センター
助　成　　日本財団
後　援　　九州運輸局  西日本鉄道㈱  ＪＲ九州
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て
い
ま
す
。（
資

料
１
）
こ
ち
ら
の

方
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
長
い
期

間
、
ゆ
っ
た
り
と

お
金
を
か
け
て
楽

し
む
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
階
層

は
乗
客
と
船
員
の

比
率
で
分
け
て
い

ま
す
。

　

外
国
ク
ル
ー
ズ

船
社
の
北
東
ア
ジ

ア
地
域
へ
の
展
開

の
事
例
と
し
て
、

コ
ス
タ
・
ク
ル
ー

ズ
と
ロ
イ
ヤ
ル
・

カ
リ
ビ
ア
ン
と
プ

リ
ン
セ
ス
・
ク

ル
ー
ズ
を
あ
げ
て

み
ま
し
た
。

　

比
較
的
早
期
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

拓
す
る
為
に
日
本
に
船
を
投
入
し
た
会
社

が
、
ロ
イ
ヤ
ル
カ
リ
ビ
ア
ン
と
コ
ス
タ
で

す
。
コ
ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
は
２
０
１
２

年
、
上
海
発
着
で
博
多
や
鹿
児
島
に
寄
港

す
る
ク
ル
ー
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
も
と
も

と
は
日
本
に
寄
る
予
定
は
な
か
っ
た
ら
し

い
の
で
す
が
、
福
岡
市
の
港
湾
局
が
熱
心

に
誘
致
を
さ
れ
て
博
多
寄
港
を
勝
ち
取
っ

　

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す

が
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
、
プ
レ
ミ
ア
ム
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
の
中
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
に
あ
た
る
の
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
比
較
的

安
く
、
サ
ー
ビ
ス
は
簡
易
、
シ
ョ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
約
80
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
残
り
を
プ
レ
ミ
ア
ム
約

16
％
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
約
４
％
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
九
州
に

と
っ
て
あ
る
意
味
で
は
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
は
２

０
１
０
年
に
横
浜
発
着
の
ア
ジ
ア
ク
ル
ー

ズ
を
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
外
国
船
社

の
最
初
の
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
で
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
は
少
し
遅
れ

て
２
０
１
３
年
に
サ
ン
プ
リ
ン
セ
ス
で
横

浜
と
神
戸
発
着
の
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
辺
が
今
の
驚
異
的
な
成
長
の

先
駆
け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
船
社
の
概
要
で
す

が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
世
界
の

ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
始
ま
っ
た
の
が

１
９
７
０
年
代
だ
と
す
る
と
、
日
本
の
ク

ル
ー
ズ
元
年
は
１
９
８
９
年
で
、
約
20
年

前
後
遅
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
先
駆
け
と
し
て
就
航

し
た
の
が
商
船
三
井
所
有
の
ふ
じ
丸
で

す
。
そ
の
後
１
９
９
０
年
代
に
郵
船
ク

ル
ー
ズ
社
の
飛
鳥
や
商
船
三
井
客
船
の

に
っ
ぽ
ん
丸
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
な
ど
が
次
々

に
就
航
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
か
な
か
旅
客
が
増
え
な
い

と
言
い
ま
す
か
、
固
定
の
客
層
以
外
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
広
が
り
が
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

現
在
、
郵
船
さ
ん
は
飛
鳥
Ⅱ
、
商
船
三

井
客
船
さ
ん
は
に
っ
ぽ
ん
丸
、
そ
し
て
、

日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
さ
ん
は
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
び
い
な
す
、
こ
の
３
船
体
制
で
ま
わ
し

て
い
る
状
況
で
す
。
各
社
と
も
集
客
の
努

力
も
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
い
ろ

い
ろ
な
展
開
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

○�

我
が
国
及
び
九
州
管
内
に
お
け
る

ク
ル
ー
ズ
の
動
向
に
つ
い
て

　

ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
伸
び
盛

り
で
、
日
本
も
寄
港
地
と
し
て
か
な
り
定

着
し
て
き
て
、
２
０
１
６
年
は
寄
港
回
数

が
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
ト
ー
タ
ル
で
２

千
回
を
超
え
、
全
国
１
２
３
港
に
寄
港
し

て
い
ま
す
。（
資
料
２
）
２
０
１
５
年
は

１
０
４
港
だ
っ
た
の
で
、
20
港
位
増
え
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
の
寄
港
回
数
上
位

10
港
で
は
１
位
が
博
多
で
３
２
８
回
、
２

位
が
長
崎
１
９
７
、
３
位
那
覇
の
１
９

３
、
４
位
横
浜
港
の
１
２
７
回
と
な
っ
て

い
ま
す
。
５
年
位
前
は
神
戸
、
横
浜
が

１
、
２
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
博
多
、
長
崎
、
那
覇
の
寄
港
回
数
が

爆
発
的
に
増
え
上
位
の
ワ
ン
ツ
ー
ス

リ
ー
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
寄
港
回
数
で
は
外
航
客
船
が

１
，４
４
３
回
、
邦
船
が
５
４
７
回
で
、

ト
ー
タ
ル
２
，０
１
７
回
と
な
り
、
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
が
１
，４
５

資料1
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向
も
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
先
、
い
く
つ

か
の
港
で
新
た
な
拠
点
化
を
展
開
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
外
国
人
旅
行
者
の

入
国
者
数
で
す
。
つ
い
２
年
前
ま
で
は
５

年
間
で
１
０
０
万
人
を
目
指
す
と
言
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
２
０
１
５
年
に
１
０
０

万
人
を
超
え
て
し
ま
い
、
新
た
な
目
標
と

４
回
な
の
で
前
年
比
で
40
％
位
の
増
と
な

り
ま
す
。
実
は
先
ほ
ど
の
寄
港
上
位
10
港

だ
け
で
、
１
，３
０
４
回
、
前
の
年
の
量

が
あ
り
ま
す
。
寄
港
回
数
全
体
の
２
／

３
、
66
％
は
上
位
10
港
で
占
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
で
す
。
た
だ
、
１
、
２
回

し
か
入
ら
な
い
港
も
か
な
り
多
く
、
ク

ル
ー
ズ
船
社
の
選
択
の
多
様
性
と
い
う
傾

し
て
、
２
０
２
０
年
に
５
０
０
万
人
と
い

う
大
き
な
数
字
を
設
定
し
ま
し
た
。
２
０

１
６
年
に
１
９
９
万
２
千
人
と
い
う
こ
と

で
、
前
年
比
で
倍
ま
で
は
い
か
な
く
と

も
相
当
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の

内
、
九
州
は
１
４
２
万
人
と
な
っ
て
い

て
全
国
の
７
割
は
九
州
で
入
国
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

九
州
管
内
の
空
港
や
港
湾
で
入
国
し
た

外
国
人
客
は
２
０
１
６
年
、
総
ト
ー
タ
ル

で
３
８
１
万
人
、
全
国
が
２
，２
６
２
万

人
だ
っ
た
の
で
15
％
ぐ
ら
い
の
比
率
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
内
、
航
空
機
で
入
っ

て
来
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
１
８
７
万
人
、

船
で
入
っ
て
来
る
の
が
、
先
ほ
ど
の
ク

ル
ー
ズ
船
で
１
４
２
万
人
、
定
期
旅
客
船

が
52
万
人
で
合
計
１
９
４
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
九
州
で
は
航
空
機

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
昨
年
は
海
か
ら
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
上
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

牽
引
し
て
き
た
の
が
ク
ル
ー
ズ
船
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
航
空
機
も

Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
な
ど
で
伸
び
て
き
て
は
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
ク

ル
ー
ズ
船
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

九
州
管
内
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

動
向
で
す
が
、
寄
港
回
数
で
言
う
と
、
２

０
１
６
年
は
８
１
４
回
、
そ
の
内
外
航
客

船
が
７
１
５
回
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通

り
、
圧
倒
的
に
博
多
、
長
崎
、
那
覇
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
伸
び
つ
つ
あ

る
の
が
鹿
児
島
、
八
代
、
佐
世
保
な
ど
で

す
。（
資
料
３
）

　

２
０
１
７
年
の
予
約
状
況
を
見
る
と
さ

ら
に
伸
び
て
い
て
、
博
多
が
３
５
５
、
長

崎
が
３
０
０
、
佐
世
保
で
80
、
八
代
で
76

回
、
鹿
児
島
で
１
０
０
程
度
と
な
っ
て
い

て
、
九
州
全
体
の
ト
ー
タ
ル
で
は
千
回
以

上
寄
港
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

資料2
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て
、
い
ず
れ
も
１
・
７
倍
で
す
。
３
～
４

年
前
ま
で
は
ボ
イ
ジ
ャ
ー
が
最
大
船
舶
で

13
万
８
千
ト
ン
で
定
員
が
３
，２
８
６
人
。

今
は
ク
ァ
ン
タ
ム
が
最
大
で
16
万
８
千
ト

ン
で
４
，２
８
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
型
化
が
進
む
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
状
況
で
は
、

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
大
型

化
が
益
々
進
ん
で
い
ま
す
。（
資
料
４
）

九
州
管
内
に
寄
港
す
る
平
均
船
型
の
推
移

を
み
る
と
５
年
前
の
２
０
１
２
年
で
は
５

万
２
千
ト
ン
で
平
均
乗
客
定
員
が
１
，３

５
７
人
。
２
０
１
６
年
で
は
そ
れ
が
９
万

１
千
ト
ン
で
２
，３
１
５
人
と
な
っ
て
い

油
津
港
、
博
多
港
、
長
崎
港
、
八
代
港
な

ど
に
ク
ァ
ン
タ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー

ズ
、
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー

ズ
（
ク
ァ
ン
タ
ム
ク
ラ
ス
で
ア
ジ
ア
最
大

船
型
の
船
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
の
寄
港
動
向
（
ク
ル
ー

ズ
レ
ポ
ー
ト
）
で
す
。（
資
料
５
）
ク

ル
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
は
毎
月
１

回
、
九
州
地
方
整
備
局
の
港
湾
空
港
部

で
統
計
を
と
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
全

国
で
は
５
月
で
見
る
と
、
３
３
８
回
。

昨
年
の
24
・
７
％
増
、
１
月
～
５
月
ま

で
の
累
積
で
１
，０
３
３
回
、
こ
れ
は
昨

年
同
月
比
で
43
・
３
％
増
、
こ
れ
は
非

常
に
大
き
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
っ
て
お
り
、

５
月
１
２
３
回
、
前
年
同
月
比
32
・
３
％

増
。
１
月
～
５
月
ま
で
累
積
で
４
３
２

回
、
前
年
同
期
比
で
60
％
増
と
、
１
・

６
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
最

新
動
向
に
つ
い
て
で
す
が
、
２
０
１
７
年

も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
ジ
ョ
イ
、
ゲ
ン

テ
ィ
ン
・
ド
リ
ー
ム
、
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
３
新
造
船
が
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
に
配
船
さ
れ
、
ほ
か
に
も
コ

ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
が
配
船
さ
れ
て

い
ま
す
。（
資
料
６
）

　

プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
が
２
０
１
３

年
に
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
を
始
め
ま
し
た

が
、
今
は
コ
ス
タ
、
ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ

が
加
わ
り
３
社
体
制
が
確
立
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
は
２

０
１
７
年
４
月
～
10
月
で
寄
港
19
港
28
本

の
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
か
ら
就
航
し
た
コ
ス

タ
・
ク
ル
ー
ズ
は
48
本
で
、
爆
発
的
に
増

や
し
て
い
る
と
い
う
状
況
。
ス
タ
ー
・
ク

ル
ー
ズ
は
２
０
１
７
年
か
ら
20
本
の
日
本

資料4
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ル
ー
ズ
が
少
し
長
く
て
８
泊
９
日
く
ら
い

か
ら
。
コ
ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
、
ス
タ
ー
・

ク
ル
ー
ズ
は
４
泊
５
日
や
７
泊
８
日
な
ど

の
商
品
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

の
周
遊
ク
ル
ー
ズ
で
は
８
月
４
日
か
ら
８

月
12
日
ま
で
の
８
泊
９
日
間
、
料
金
も
高

目
で
19
万
円
か
ら
で
す
。
コ
ス
タ
・
ロ
マ

発
着
ク
ル
ー
ズ
を
始
め
て
い
ま
す
。
特
に

コ
ス
タ
と
ス
タ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
で
は
イ
ン

タ
ー
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
寄
港

し
た
と
こ
ろ
で
乗
船
も
下
船
が
で
き
ま

す
。
乗
客
の
乗
り
換
え
が
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
で
き
る
周
遊
ク
ル
ー
ズ
の
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
日
数
で
は
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク

ン
チ
カ
で
は
Ａ
コ
ー
ス
か
ら
Ｅ
コ
ー
ス
ま

で
あ
り
、
短
い
も
の
で
４
泊
５
日
、
長
い

も
の
が
７
泊
８
日
で
す
。

　

料
金
の
一
例
で
は
５
泊
６
日
の
コ
ー
ス

で
、
一
番
安
い
の
が
７
万
１
，８
０
０
円

で
す
。
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ゴ
で

は
７
泊
８
日
の
ク
ル
ー
ズ
が
、
12
万
８
千

円
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ス
タ
に
比
べ

る
と
少
し
高
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
ク
ル
ー
ズ
船
の
動
向
と
し
て
は
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
日
本
船
社
の
動
向
は
ど
う
か
、

一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す

が
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
全
体
で
２
０

１
６
年
は
24
万
人
位
、
こ
れ
は
外
国
船
社

の
船
に
乗
っ
て
い
る
者
も
邦
船
社
の
船
に

乗
っ
て
い
る
者
も
全
部
合
わ
せ
て
で
す
。

日
本
船
社
で
も
外
国
ク
ル
ー
ズ
、
国
内
ク

ル
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
合
わ
せ
て
２
０

１
６
年
が
10
万
人
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
そ
の
10
万
人
位
の
数
字
で
推
移
し

て
い
て
、
残
り
10
万
人
は
外
国
船
社
の
ク

ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
で

半
々
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
人
乗
客
数
で
は
、
外
航
ク
ル
ー
ズ

を
利
用
す
る
人
が
２
０
１
０
年
、
２
０
１

１
年
位
か
ら
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
掘
起
し
に
外
国

船
社
さ
ん
が
努
力
さ
れ
て
い
る
結
果
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
邦
船
さ
ん
も
魅
力
的
な
商
品

を
作
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年

商
船
三
井
客
船
さ
ん
が
に
っ
ぽ
ん
丸
で

「
飛
ん
で
ク
ル
ー
ズ
九
州
」
と
い
う
九
州

一
周
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し
て
い
ま
す
。

（
資
料
７
）
こ
れ
は
自
治
体
の
皆
さ
ん
も

我
々
も
期
待
し
て
い
て
、
新
し
い
国
内
旅

行
の
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思

資料6
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○�

ク
ル
ー
ズ
船
ツ
ア
ー
の
動
向
及
び

消
費
動
向

　

さ
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
に
は
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か
。

　

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
コ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ

を
見
る
と
、
九
州
は
寄
港
回
数
も
多
く
上

陸
客
も
全
国
の
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
こ
の
先
、
日
本
人
旅
行
客
を
増

や
す
た
め
に
も
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

る
商
品
を
開
発
し
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

（
資
料
８
）
こ
れ
は
ま
ず
地
政
学
的
に
純

粋
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

特
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
一
番
大
き
い
中
国

を
考
え
る
と
、
５
泊
６
日
や
６
泊
７
日
く

ら
い
が
主
流
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
長

い
休
み
が
取
れ
な
い
な
か
で
、
４
泊
５
日

か
ら
長
く
て
も
１
週
間
の
ツ
ア
ー
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
地
理
的
に
も
近
い
九
州

が
一
番
行
き
や
す
い
地
域
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
九
州
・
沖
縄
に
寄
ら
な
い
ツ

ア
ー
が
何
％
あ
る
か
と
い
う
と
、
わ
ず
か

７
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
九
州

の
ど
こ
か
、
博
多
な
ど
を
タ
ッ
チ
し
て
い

く
よ
う
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
九
州
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、

日
本
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
と
っ
て

重
要
な
拠
点
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
の
運
航
形
態
で
は
、
外
国

船
社
の
自
主
ク
ル
ー
ズ
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ク

ル
ー
ズ
、
邦
船
の
自
主
ク
ル
ー
ズ
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
で
構
造
が
異
な
り
ま
す
。

　

九
州
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
消
費
動
向

で
す
が
、
２
０
１
６
年
全
国
の
デ
ー
タ
で

は
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費
額
は
３
・
７

兆
円
。（
資
料
９
）
順
調
に
伸
び
て
い
ま

す
が
若
干
鈍
化
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。
九
州
は
そ
の
う
ち
、
約
３
千
億
円
く

ら
い
で
７
・
９
％
の
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。
九
州
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
９
％
超
は
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
比
べ
て
ま
だ
低
い
状
況
で

こ
の
辺
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
う
中
で
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

よ
っ
て
消
費
額
増
加
と
な
れ
ば
、
成
長
戦

略
の
一
端
を
担
う
と
い
う
意
味
で
も
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
よ
る
経
済
効

果
で
す
が
、
直
接
的
効
果
を
ア
ン
ケ
ー

資料8
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が
、
今
は
自
然
や
食
事
、
観
光
地
な
ど
、

買
い
物
か
ら
体
験
の
方
に
移
っ
て
き
て
い

る
状
況
で
す
。

　

爆
買
い
が
収
ま
っ
て
き
て
い
る
１
つ
の

要
因
と
し
て
中
国
の
関
税
政
策
が
あ
り
ま

す
。
高
級
品
、
例
え
ば
高
級
な
腕
時
計
な

ど
は
30
％
の
関
税
が
60
％
に
跳
ね
上
が
り

ま
し
た
。
家
電
な
ど
の
税
率
も
か
な
り
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
が
、
一
巡

し
て
買
い
物
か
ら
別
の
興
味
に
移
っ
て
き

て
い
る
こ
と
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
新
し
い
動
き
と
し
て
捉
え
展
開
し
て
い

か
な
い
と
、
安
定
的
な
ク
ル
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
形
成
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
で
す
。

○�

九
州
に
お
け
る
「
お
も
て
な
し
」
と

「
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て

　

九
州
で
い
か
に
し
て
そ
の
地
域
を
周
っ

て
も
ら
っ
て
お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
の

か
。
最
大
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中

国
で
は
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
が
主
力
と

な
っ
て
い
て
、
船
会
社
の
自
主
ク
ル
ー
ズ

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ー

タ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
一
つ
の
大
き
な
問
題
点

は
強
制
的
に
特
定
の
免
税
店
だ
け
を
周
っ

て
買
い
物
さ
せ
る
た
め
、
地
域
に
お
金
が

落
ち
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ト
形
式
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
。

　

那
覇
の
ク
ァ
ン
タ
ム
で
は
爆
買
い
が
一

番
華
や
か
な
り
し
頃
、
一
人
当
た
り
13
万

８
千
円
落
と
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
青
森
港
や
室
蘭
港
で

は
、
一
人
当
た
り
1
万
３
千
円
。
た
だ
一

人
当
た
り
１
万
円
だ
っ
た
と
し
て
も
３
千

人
で
３
千
万
円
と
な
り
10
回
来
れ
ば
3
億

円
、
１
０
０
回
来
れ
ば
30
億
円
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
直
接
的
な
消
費
額
で
現
地

で
買
っ
た
り
、
飲
食
し
た
り
し
た
金
額

な
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
波
及
効
果
を
入

れ
る
と
そ
れ
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
ば
か
に
な
ら
な
い
経
済

効
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
爆
買
い
が
な
く
な
る
一
方
で
、
ク

ル
ー
ズ
旅
客
の
消
費
動
向
が
、
モ
ノ
消
費

か
ら
コ
ト
消
費
に
移
る
傾
向
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
、
一
人
当
た
り
十
数
万
円
の
買
い
物

は
も
う
下
火
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
2
万
、
3
万
の
消

費
額
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
で
行
っ
た
中
国
人
観
光
客
の
満
足

度
調
査
の
結
果
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
２

０
１
７
年
２
月
に
「
買
い
物
」
を
抑
え
て

「
自
然
」
が
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
買
い
物
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す

　

中
国
発
着
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
で

す
が
、
チ
ャ
ー
タ
ラ
ー
で
あ
る
中
国
の
旅

行
会
社
が
寄
港
地
の
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
特
定
の
免
税
店
、
バ
ス
会
社
、
中

国
語
ガ
イ
ド
と
組
む
と
い
う
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
日
系
の
会

社
を
使
わ
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
状
況
に
受
け
入
れ
地
域
も
閉
口
し

て
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
を

周
っ
て
ほ
し
い
、

そ
こ
で
お
金
を
落

と
し
て
欲
し
い
の

で
す
が
、
チ
ャ
ー

タ
ー
会
社
と
ラ
ン

ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
承
諾
し
な
い
と

商
品
が
提
案
で
き

ま
せ
ん
。（
資
料

10
）

　

こ
の
よ
う
な

中
、
船
会
社
さ
ん

の
方
も
寄
港
地
の

観
光
を
掘
り
起
こ

し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
チ
ャ
ー
タ

ラ
ー
さ
ん
を
説
得

し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
商
品
を
作
り
始

め
て
い
ま
す
の

で
、
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
船
社
が
自
社
ク
ル
ー
ズ
を
も
っ
と

増
や
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
熊
本
の
八
代
港
は
ロ
イ
ヤ
ル
・

カ
リ
ビ
ア
ン
が
寄
港
し
て
い
ま
す
が
、
寄

港
日
に
合
わ
せ
て
限
定
開
店
す
る
外
国
人

向
け
免
税
店
で
買
い
物
を
し
、
地
元
の
商

店
な
ど
は
あ
ま
り
周
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

資料10
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に
も
観
光
施
設
（
遊
園
地
や
地
獄
め
ぐ

り
）
な
ど
も
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
九
州
の
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ー

カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
寺
社
仏
閣
、
自
然
景

観
、
温
泉
、
食
な
ど
を
も
っ
と
も
っ
と
活

か
し
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
範
囲
は
広
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

○�

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る
「
お
も
て

な
し
」
や
「
文
化
交
流
」
に
つ
い
て

　

一
つ
目
は
油
津
港
の
事
例
で
す
が
、
現

地
の
高
校
生
が
地
元
店
舗
と
ス
イ
ー
ツ

を
作
っ
た
り
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
代
で

は
地
元
の
高
校
の
太
鼓
部
が
雅
太
鼓
を

演
奏
、
長
崎
で
は
保
育
園
児
に
よ
る
舞

踏
や
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
と
バ
ト
ン

演
技
な
ど
手
作
り
で
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
こ
れ
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船

が
増
え
て
き
て
も
こ
の
よ
う
な
お
も
て
な

し
な
ど
が
継
続
・
持
続
で
き
る
の
か
と
い

う
問
題
も
出
て
き
ま
す
。
寄
港
回
数
が
10

回
、
20
回
な
ら
い
い
の
で
す
が
１
０
０

回
、
１
５
０
回
に
な
っ
て
く
る
と
難
し
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
ど
う
継
続
・
持
続
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
寄
港
す
る
回
数
が
50
回

く
ら
い
の
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
ト
だ
と
、
大
き

な
寄
港
地
と
違
う
特
色
を
出
さ
な
い
と
い

そ
こ
で
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク

ル
ー
ズ
社
と
熊
本
県
が
八
代
市
、
人
吉
市

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
訪
日
客
ツ
ア
ー
商

品
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
の
外
国
人
ク
ル
ー
ズ
観
光
客
に
人

気
の
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
が
、
福

岡
、
長
崎
、
別
府
で
み
る
と
、
福
岡
の
太

宰
府
天
満
宮
は
中
国
人
が
多
く
、
一
方

で
、
大
濠
公
園
や
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
は
欧

米
人
が
多
く
、
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
り
ま
す

が
、
寺
社
仏
閣
の
観
光
が
最
も
好
ま
れ
て

い
ま
す
。
長
崎
の
場
合
は
稲
佐
山
が
ど
の

国
で
も
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
商
店

街
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
別
府
の
場
合
は
中
国
の
デ
ー

タ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
温
泉

（
入
浴
）
が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他

け
な
い
、
そ
の
中

で
こ
う
い
っ
た

「
お
も
て
な
し
の

あ
り
か
た
」
は
大

き
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ル
ー

ズ
船
が
来
る
と
い

う
こ
と
は
経
済
効

果
だ
け
で
は
な

く
、
文
化
交
流
が

様
々
な
形
で
波
及

効
果
を
生
ん
で
い

ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
油
津

の
例
は
非
常
に
有

名
な
の
で
皆
さ
ん

ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
。（
資
料
11
）

総
理
の
所
信
表

明
演
説
の
中
に

も
ク
ル
ー
ズ
船

の
話
を
す
る
際
に
、
こ
の
油
津
の
例
が

出
て
い
ま
し
た
。

　

セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
が
寄
港

し
た
時
に
、
地
元
の
学
校
が
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
が
、
高
校
生
は
案

内
を
す
る
た
め
に
地
域
資
源
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
案
内
後
、
地
域
の
観
光

に
関
す
る
課
題
を
市
長
に
提
言
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
通
じ
て
若
い
人
が
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
人
々
が
地
域
を
再
発
見
し
、
ま
た
、

世
界
へ
の
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
南
高
校
の
ス
イ
ー
ツ
の
話
で
す
が
、

資料11
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す
が
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
に
地
酒
、
焼
酎
、
醤

油
を
初
納
入
し
ま
し
た
。
一
番
売
り
や
す

い
商
品
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
先
、
野

菜
の
よ
う
な
生
鮮
食
料
品
な
ど
地
元
の
食

材
が
売
れ
れ
ば
、
地
元
に
も
っ
と
メ
リ
ッ

ト
が
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
動
き
が
今
後
ど
う
展
開
し
て
い

く
の
か
、
私
と
し
て
も
非
常
に
重
視
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○�

ク
ル
ー
ズ
振
興
に
係
る
政
府
の

　

取
組
み
に
つ
い
て

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
設
定
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
は
、
２
０
２
０
年
で
４

千
万
人
。
２
０
３
０
年
で
６
千
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
況
２
千
万
人
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
額
は
２
０

２
０
年
で
８
兆
円
、
今
は
３
・
７
兆
で
、

２
０
３
０
年
に
は
15
兆
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
内
の
旅
行
消
費
額
も
２
０
２
０
年

21
兆
、
２
０
３
０
年
22
兆
円
で
、
や
は
り

国
内
消
費
量
が
非
常
に
大
き
い
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
も
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
の
更

な
る
拡
充
と
い
う
こ
と
で
、
受
入
れ
環
境

を
し
っ
か
り
や
っ
て
訪
日
客
を
５
０
０
万

人
に
増
や
す
と
い
う
こ
と
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。（
資
料
12
）

　

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
施
策
が

こ
れ
は
元
々
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る

か
ら
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
高
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
で
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
解

決
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し

た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
の
際
、
お
も
て
な
し
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
元
々
は

油
津
の
街
並
み
再
生
の
取
組
み
か
ら
始

ま
っ
た
話
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
企
画

に
お
い
て
も
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
活
か

そ
う
と
い
う
の
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ク
ル
ー
ズ
寄
港
を
90
％
位
は
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

実
は
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
る
こ
と
で
地
域
の

意
識
が
変
わ
っ
た
り
、
地
域
へ
の
愛
着
が

わ
い
た
り
、
地
域
の
情
報
を
も
っ
と
世
界

に
向
け
て
発
信
し
よ
う
と
思
っ
た
り
と
、

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
非
常
に
良
い

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
地
域
に
と
っ
て
寄
港
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す

寄
港
が
増
え
る
の
な
ら
ば
、
各
地
域
の
物

産
を
売
り
込
め
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
熊
本
県
で
も
食
材
な
ど

様
々
な
特
産
品
を
売
り
込
め
な
い
か
と
試

行
錯
誤
し
て
い
て
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
努
力

が
実
り
２
０
１
７
年
６
月
に
さ
さ
や
か
で

で
き
ま
し
た
。
１
・
観
光
地
の
魅
力
を
極

め
、
地
方
創
成
の
礎
に
す
る
。
２
・
観
光

産
業
を
革
新
し
、
国
際
競
争
力
を
高
め
、

我
が
国
の
基
幹
産
業
に
す
る
。
３
・
す
べ

て
の
旅
行
者
が
、
ス
ト
レ
ス
な
く
快
適
に

観
光
を
満
喫
で
き
る
環
境
に
す
る
。
こ
の

よ
う
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る

為
の
港
湾
な
ど
の

設
備
整
備
、
寄
港

地
が
西
日
本
、
特

に
九
州
に
集
中
す

る
傾
向
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
全
国

に
広
げ
る
取
組
み

な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら

に
国
際
ク
ル
ー
ズ

の
拠
点
を
形
成
し

て
い
く
と
い
う
こ

と
。
特
に
こ
の
ク

ル
ー
ズ
拠
点
形
成

に
関
し
て
も
今
後

は
力
を
入
れ
て
行

き
ま
す
。

　

こ
の
拠
点
形
成

を
後
押
し
す
る
た

め
に
、
六
月
に
は

港
湾
法
を
改
正
し

ま
し
た
。
国
が
ク

ル
ー
ズ
拠
点
と
な

る
港
湾
を
指
定
し
、
港
湾
管
理
者
が
ク

ル
ー
ズ
拠
点
の
形
成
計
画
を
作
成
、
ク

ル
ー
ズ
船
社
と
協
定
を
締
結
し
ま
す
。
こ

の
船
社
に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
対
し

投
資
を
し
て
も
ら
い
民
間
投
資
と
公
共
投

資
を
連
動
さ
せ
る
。
そ
の
代
り
、
ク
ル
ー

ズ
船
バ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
た
岸
壁
の
優

先
使
用
権
を
認
め
る
、
な
ど
の
内
容
で資料12
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さ
れ
て
い
ま
す
。（
資
料
13
）
佐
世
保
は

カ
ー
ニ
バ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

八
代
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク

ル
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
港
湾
管
理
者
で

あ
る
佐
世
保
市
、
熊
本
県
と
組
ん
で
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
事
業
を
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。

す
。
協
定
で
決
め
ら
れ
た
一
定
期
間
、
官

民
連
携
し
て
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
だ
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で

法
律
上
の
指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
年
の
１
月
に
そ
の
候
補
と
で
も
言
う
べ

き
港
湾
と
し
て
、
横
浜
、
清
水
、
佐
世

保
、
八
代
、
沖
縄
の
本
部
、
平
良
が
選
定

○�

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
と
熊
本
地
震

か
ら
の
復
興

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
復
興
プ
ラ
ン
と

い
う
の
が
２
０
１
６
年
の
８
月
３
日
に
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
創
造
的
復
興
の
観
点
か
ら
４

本
の
柱
が
あ
っ
て
、
１
つ
目
は
安
心
で
希

望
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
創
造
、
２
つ
目
に

未
来
へ
つ
な
ぐ
資
産
の
創
造
、
３
つ
目
、

次
世
代
を
担
う
力
強
い
地
域
産
業
の
創

造
、
最
後
に
世
界
と
つ
な
が
る
新
た
な
熊

本
の
創
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
の
世
界
と
つ
な
が
る
新
た
な
熊

本
の
創
造
の
中
に
、
港
湾
等
の
機
能
強
化

な
ど
に
よ
る
ア
ジ
ア
に
開
く
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
化
と
い
う
こ
と
が
入
っ
て
い
ま
す
。
特

に
八
代
港
の
ク
ル
ー
ズ
振
興
の
取
組
み

は
、
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
14
）

　

２
０
１
６
年
に
は
、
地
震
で
２
度
ほ
ど

抜
港
し
ま
し
た
が
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ

ア
ン
と
プ
リ
ン
セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
の
寄
港

が
７
月
に
再
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

船
は
、「
が
ん
ば
れ
熊
本
」
と
い
う
垂
れ

幕
を
つ
け
て
寄
港
し
た
り
、
復
興
募
金
を

募
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
配
慮
を
頂

き
、
大
変
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。
本
再
開

は
、
復
興
へ
の
励
み
に
な
る
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
地
震
前
は
八
代
港
か
ら
の
旅
行

者
は
熊
本
城
や
阿
蘇
の
方
面
に
行
き
、
あ

ま
り
地
元
は
周
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震

後
そ
の
方
面
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
、
地

元
八
代
や
水
俣
、
人
吉
な
ど
で
商
品
を
新

し
く
開
発
し
、
そ
ち
ら
を
観
光
し
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
取
組
み
を
し
た
こ

と
に
よ
り
、
地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

資料13

資料14
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ト
、
ハ
ー
ド
を
含
め
た
ク
ル
ー
ズ
環
境
の

整
備
や
、
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に

力
を
入
れ
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
成
熟
期
に
向
か
い
、

例
え
ば
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な

ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
立
さ
せ
て
い

く
。

　

と
も
す
れ
ば
、
ク
ル
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
は

旅
行
、
観
光
と
い
う
観
点
が
強
い
の
で
す

が
、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
実
際

は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ル
ー

ズ
船
の
食
材
の
調
達
で
あ
っ
た
り
、
お
酒

な
ど
の
売
込
み
、
物
販
、
そ
う
い
う
こ
と

は
農
水
産
品
の
輸
出
に
つ
な
が
り
ま
す

し
、
そ
う
い
う
意
味
で
幅
広
い
多
角
的
な

産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
マ
イ
ア
ミ
ク
ル
ー
ズ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
行
く
と
、
観
光
だ
け
で
は
な
く

て
、
造
船
、
船
舶
メ
ー
カ
ー
、
客
船
の
設

備
、
シ
ス
テ
ム
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
等
々
、
様
々
な
と
こ
ろ
が
出
店

し
て
い
ま
す
。
造
船
か
ら
始
ま
り
、
幅
広

い
海
事
産
業
の
一
端
を
担
う
ク
ル
ー
ズ
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、

も
っ
と
多
面
的
な
取
組
み
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
る
こ
と
に

よ
り
地
域
で
何
が
起
こ
る
の
か
、
地
域
の

再
発
見
や
地
域
へ
の
愛
着
の
再
認
識
、
さ

ら
に
外
国
人
来
訪
に
よ
り
国
際
化
が
進

む
。
全
国
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
が
１
２

も
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ク
ル
ー
ズ
の
課
題
と
今
後
の
展

望
で
す
。

　

あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
、
今
、
ク
ル
ー

ズ
は
黎
明
期
を
経
て
成
長
期
に
係
る
時
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
く
ら
い

が
今
の
ク
ル
ー
ズ
爆
発
の
黎
明
期
で
、
今

は
日
本
発
着
ク
ル
ー
ズ
や
ア
ジ
ア
の
定
点

ク
ル
ー
ズ
も
増
え
て
き
て
、
世
界
で
は
ク

ル
ー
ズ
船
の
新
造
計
画
も
相
次
ぎ
、
こ
れ

ら
の
船
を
ど
こ
に
投
入
す
る
か
、
船
会
社

さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
我
が
国
で
も
ク
ル
ー
ズ
船
受

け
入
れ
の
た
め
に
、
既
存
岸
壁
の
延
長
な

ど
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
た
り
、
ソ
フ

ト
面
で
も
制
度
を
変
え
た
り
し
て
、
こ
の

成
長
期
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
の
形

成
も
、
今
後
三
、
四
年
で
相
当
進
む
で

し
ょ
う
か
ら
、
だ
い
た
い
２
０
２
０
年
ご

ろ
が
一
つ
の
目
途
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
成
長
期
に
、
訪
日
外
国
人
４
千
万

人
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
訪
日
外
国
人
が

５
０
０
万
人
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
て

も
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
行
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
こ
の
成
長
期
か
ら

２
０
２
５
年
く
ら
い
が
非
常
に
重
要
な
時

期
で
、
こ
の
期
間
に
日
本
を
含
め
た
ア
ジ

ア
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
確
立
し
安
定

化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ソ
フ

３
港
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
地
域
で
も
こ

の
よ
う
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
大
型
化
に
伴

い
、
港
の
景
色
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
に
よ
り
港

そ
の
も
の
が
観
光
資
源
に
な
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
も
新
し
い
動
き
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
も
そ
も
港
は
物
流
の
観
点
か
ら
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
一

般
の
国
民
に
は
関
わ
り
が
薄
い
面
が
ど
う

し
て
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ク
ル
ー
ズ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
て
く
る
こ
と
に
よ
り

港
が
一
般
の
人
々
に
も
開
か
れ
、
関
心
の

対
象
と
な
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
職
場
か
ら
一
般
国
民

が
参
加
す
る
場
へ
と
大
変
身
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
港
に

地
方
創
生
の
場
と
し
て
の
新
た
な
機
能

が
付
加
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
を
き
っ
か
け

と
し
て
多
角
的
に
視
野
を
広
げ
展
開
し

て
い
く
、
こ
れ
が
大
事
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
京
都
府
に
い
た
時
に
ク
ル
ー
ズ
船

の
誘
致
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
誘
致
す
る
こ
と
が
、

地
域
の
経
済
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
寄
与
す

る
か
に
つ
い
て
は
確
か
に
未
知
数
の
と
こ

ろ
が
あ
る
け
れ
ど
、
地
域
が
変
わ
っ
て
行

く
一
つ
の
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
申

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

京
都
の
日
本
海
側
に
は
京
都
舞
鶴
港
が

あ
り
ま
す
が
、
国
際
空
港
か
ら
非
常
に
遠

い
の
で
観
光
地
と
し
て
は
立
地
条
件
が
悪

い
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
で
は
、
世
界
遺

産
で
あ
る
京
都
奈
良
で
留
ま
る
か
、
富
士

山
に
行
っ
て
横
に
移
動
し
て
し
ま
う
。
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
れ

ば
、
歴
史
伝
統
の
あ
る
日
本
海
側
を
知
っ

て
も
ら
え
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
ま
た

こ
こ
に
来
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
さ

ら
に
こ
こ
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。
ク
ル
ー
ズ
船

と
い
う
の
は
地
域
活
性
化
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
こ
れ
だ
け
規
模
が
大
き
く
な
っ

て
く
る
と
、
十
分
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、「
プ
ラ
ス
α
」
の
と
こ
ろ
の
効
果
が

実
は
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
、
と
言
う
認

識
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
多

角
的
に
広
範
な
視
野
を
以
っ
て
、
真
の
意

味
で
の
ク
ル
ー
ズ
産
業
や
地
域
の
発
展
・

創
生
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
我
々
も
政
策
な

ど
で
後
押
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


